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大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・応用社会心理学特論I
　　　　(援助行動・被援助行動・援助要請行動の理解と応用)
・応用社会心理学特論II（依頼と説得の心理学）

授業科目

令　和　元　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

日本心理学会、日本社会心理学会、日本教育心理学会、日本自殺予防学会

通信教育部担当科目 ・心理学基礎

入試・広報委員、学生相談員、公開講座

　【社会的活動】

研究課題

　【教育上の特記事項】

援助授受と生きる意欲との関連性、自殺予防のための対人関係

日常生活に活かす心理学が教育の根幹である。したがって、受講者の生活実感に取材した授業進行が
特色である。特に、受講生の日常の対人行動や対人感情が個人の将来的展望にどのように影響するかに
ついて対人間関係の心理学から「追体験」講義を展開する。自分と出会い、支えあえる人と出会い、社会
の一員として役立つ自分を実感できる授業構成となっており、受講生からは、楽しく、役立つ授業と好評で
ある。

・自殺予防の実践研究者として　「めざましテレビ」 2019年8月26日（月）で夏休み明けに増える児童生徒
の自殺予防として「TALK」の原則を紹介し、教育委員会、社会福祉協議会から自殺予防、人権教育の指
導の依頼を多数受けている。
・若者の自殺予防の観点から取り組んでいる、「部活動の健康度調査」では、部活動健康度測定を行って
いる。本研究は、ブラック部活の抑止につながるとして、産経新聞201/11/26の特集記事【教育はいま】「失
踪、洗脳状態…その部活、ブラックです」というテーマで1面トップで取り上げられ、全国の教育委員会から
関心をもたれている。

関西大学大学院社会学研究科社会心理学専攻　博士課程修了（公認心理師）

博士（社会学）

社会心理学（対人関係の心理学　特に援助行動）

大学院博士後期課程
担当科目

学部担当科目

・社会・集団・家族心理学(公認心理師科目)
・対人社会心理学 (出会・恋愛・結婚の心理学)
・社会心理学特論
　　　　（日常の対人関係から支えあえる対人関係へ）
・社会心理学演習Ⅰ・Ⅱ・III・Ⅳ（一）
・社会心理学特殊講義（三）(自殺予防の心理学)
・基礎演習I（二）

最終学歴

　【研究上の特記事項】

・援助授受により成立する対人関係の調査。実験研究を長年蓄積している。使える、役立つ心理学研究を
身上とし、科学的エビデンスに基づく実証主義的心理学研究とその成果の実践への適用を循環させる研
究スタイルが特色である。具体的には、調査しやすい大学生のみを対象とした研究ではなく、社会問題が
生起する現場での参与観察やインタビュー調査に基づき質問項目を選定し、現場との共同で対人関係の
実態検証を経て社会的妥当性を高めることを最重視する。そのスタイルが評価され、行政の専門部会、教
育委員会、社会福祉協議会、人権団体、病院等医療現場や企業職場研修等からの講演依頼は年間平
均20回を超える。

専門分野

所属学会

　【学内活動】
（学内職歴を含む）
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③援助要請態度と援助者の探索
過程２―若者に対する自殺予防
教育の実践と効果測定 ―

中学・高校時代の「部活」における問題事象
102項目の評定項目を作成し，大学生に過去
の部活経験についてどの程度経験しているか
の評定を求め「部活の健康度尺度項目」61項
目を選定した。

②高校生における性格特性の
Dark Triadと援助要請態度との
関連

大学生を対象とした自殺予防プログラムの効
果測定の結果セルフモニタリングおよびポジ
ティブな援助要請態度、自助努力が自殺予防
に有用な態度である結果を得た

（学会発表）

2020年3月

①自殺予防の「TALK原則」

（その他）

②ブラック部活のチェックリスト

監修および第1章から第5章の援助行動に関
する基礎原理の説明pp2-42、第7章青年期の
子を持つ親の子育て支援、第8章特別な支援
で生きる意欲を育むpp63-87、第13章超高齢
社会のサクセスフル・エイジングｐｐ136-152を
担当執筆した。

②援助要請態度と援助者の探索
過程３―気質の援助要請態度へ
の影響―

2020年2月

③危険物新聞（月刊誌）への連
載

①「部活」健康度尺度の作成 １
項目の収集と妥当性の検討

2019年9月

若者の自殺予防予防を目的とした質問紙調
査の結果、引っ込み思案の気質の人は、援助
要請について、アンビバレントな態度をもつと
同時に自傷傾向が強いことが明らかになっ
た。

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

研究業績[著書、学術論文等]

防災思想普及啓発のため発行されている本紙
において【人生の危機！その時あなたは、どう
助け合う】のテーマで記事を担当している。

援助要請行動の促進抑制のメカニズム解明す
るために、脳内伝達のシステムの及ぼす影響
過程を検討した結果、行動抑制システムが援
助要請行動に対して抑制・促進の双方に影響
を与えていることを明らかにした

　高校生の性格特性をDark Triadから分析し、
支配的性格とサイコパシーは、援助要請には
否定的であったが自己愛傾向は、肯定的であ
ることを明らかにした。　pp.1-9

・自殺予防の実践研究者として、「夏休み明け
に増える児童生徒の自殺予防」として「TALK」
の原則を番組の事前インタビューにより紹介し
た。

特集記事【教育はいま】「失踪、洗脳状態…そ
の部活、ブラックです」というテーマで1面トップ
で取り上げられ、全国の教育委員会から関心
をもたれている。

①支え合いからつながる心

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

①援助要請態度と気質との関連

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 概　　　　　　　要

ナカニシヤ出版2019年10月

めざましテレビ

産経新聞

公益財団法人大阪府
危険物安全協会

2015年4月～
現在に至る

日本社会心理学会第
60回大会　於）立正大
学

奈良大学紀要第48号

2019年9月

2019年11月

関西大学心理学研究
第11号

日本心理学会第83回
大会　於）立命館大学

日本教育心理学会第
61回大会　於）日本大
学

2019年8月

2019年11月


